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お米の勉強をしました
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幼児の野外活動支援

初めての芋ほり体験・・・・・あさひ保育園

お米のことについて知っているようで知らないことが

たくさんありますが、10月18日、生活塾第９班のみな

さんがお米について本格的な勉強をしました。

９班のみなさんは、総勢15名でした。学校別では、飯

塚東小学校５名、庄内小学校４名、鯰田小学校３名、飯

塚鎮西小学校3名でした。講師はこのごろまで庄内小学

校の校長をなさっていた林紀子先生でした。林校長は定

年で退職されましたが、この日は特別に生活体験学校ま

できていただきました。

９班のみなさんは、コロナ感染対策のため5人が

１グループに分かれて学習しました。

学習の内容は、①お米の炊き方、②ご飯が炊ける様子

の観察、③お米にまつわる言葉の学習でした。

①お米の炊き方のポイントは、〇米や水を正しくはかる、

〇米にしっかり水を吸わせる（吸水）、〇火加減に気を

つけることでした。水の量は、米の重さの1.5倍 体積

の1.2倍です。
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10月13日、あさひ保育園々児24名がサツマイモ掘り体験にやってきました。

あさひ保育園が生活体験学校でサツマイモ掘りをするのは初めてのことです。

加えて、もう一つの初めては、バスの配車を希望して実現したことでした。

イモ掘りもさることながら大型のバスに乗って出かけること自体が楽しかったよ

うです。当日は、10時にバスが到着して大屋根の下で園児と生活体験学校職員

の対面式をしました。その後すぐに芋ほりの説明を聞いてイモ畑に向かいました。

一人2本あてのイモヅルが割り当てられ掘り始めました。大きなイモは生活体験学校職員のお手伝いを得

てなんとか掘り上げました。イモが見え始めるとあちこちで歓声があがりました。

芋ほりの区切りがついたところで、隣のピーナツ畑で一株に４～５人が取り付いて落花生の実を収穫しま

した。土の中から出てくるピーナツにも歓声があがりました。その後、生活棟のヴェランダで弁当を食べて

帰りました。

次に、お米が炊ける様子をビーカーで炊いて観察しまし

た。熱はどのように伝わり、米はどう動くのだろうか。

ビーカーで炊いてみると、初め米はほとんど動かない、次

には上下に動いて、最後はほとんど動かず元の場所でたき

あがることが分かりました。

また、お米にはいろいろな栄養が含まれています。お

ちゃわん１ぱい（150グラム）のご飯には、ジャガイモ3

個分の炭水化物が、キャベツの葉１～２枚分のビタミンＢ

１が、カルシウムはサンマ6分の1尾分が含まれています。

米に関することわざも習いました。米の飯より思（お

ぼ）しめし。米のご飯をご馳走してくれたことはありがた

いが、それよりもご馳走してくれた気持ちがありがたいと

いう意味。人の思いやりに感謝する気持ち。この日は、た

くさんのことを教えていただきました。

これまで一度もイノシシの被害を受けたことのない生活体験学校ですが、今年はじめてイノシシにサツマイモの畑を荒

らされました。生活体験学校だけでなくご近所の家庭菜園も被害に会っている模様です。8月に6回、9月に2回、10

月に1回、11月に2回と計11回イノシシに侵入されました。サツマイモの苗の数にして約400本掘られました。

市役所にお願いしてワナを仕掛けてもらい、10月12日1頭を捕獲しました。

10月18日には鳥羽公園の公衆便所付近で自動車に接触したイノシシが捕獲

されています。 正平 辰男

館長コラム・・・・・畑を荒らすイノシシが出現

10月31日（土）、キューピー未来たまご財団の助成を受けて

実施している「作って学ぶ～食育キッズ講座（第4回）が開かれ

ました。参加者は幼児3名、小学生９名、保護者3名の計15名で

した。

講師は荻原史朗先生（農業）と浅田暁子先生（食育）でした。

スタッフとして榎本薫さん、木島加代子さん、瓜生瑞恵さんの3

人の協力を得ました。この日、荻原先生の指導で大部分の落花生

を掘り上げてしまいました。その後、浅田先生から落花生に含ま

れる栄養分について教えてもらいました。

食育キッズ講座・・・・・落花生を収穫

キューピーみらいたまご財団

10月25日、生活塾第10班が合計13名の子どもが参加して行われました。参加者

の学年別内訳は、2年生が5名と一番多くて、学校別では、立岩小学校8名、庄内小

学校5名、飯塚東小学校2名でした。この班の体験活動のメインはトイレ掃除でした。

掃除の分担は、生活棟男子・女子トイレ合わせて６名、生活文化交流センター男子・

女子トイレ合わせて４名、水漉し3名でした。指導してくださったのは、筑豊掃除に

学ぶ会の廣瀬公典さん以下7名のみなさんでした。筑豊掃除に学ぶ会の皆さんには、

毎年1回きていただいています。7名のみなさんは県内各地から集まってこられます

が、軽トラック1台に掃除道具一切を積んで持ってこられます。挨拶を交わした後、

なぜトイレ掃除をするのかというお話とビデオ学習をして、掃除に取りかかりました。

会員のみなさんも子どもと一緒に手袋をはめて便器に手を突っ込んで掃除しました。

トイレがピッカピカになりました。

トイレ掃除で心を磨く
生活塾
１０班

休館日のお知らせ

令和3年1月より第1・５水曜日を除く毎週水曜日を当面の間休館します。第2水曜日以降

の水曜日は、生活体験学校はお休みです。


